
� はじめに
当所では，「徳島県感染症発生動向調査実施要綱」に基づ

く徳島県感染症情報センターとして，徳島県における感染症

の発生情報の把握，分析を行っている。分析した情報は週報

や月報として医療機関や県民等に還元し，感染症の拡大防止

や公衆衛生の向上に努めている。

本報告では，平成１９年１月から１２月までの患者発生状況に

ついて報告する。

� 方法
感染症発生動向調査における患者届出対象疾患は，一類か

ら五類の全数把握対象疾患の７１疾患，指定届出機関から届出

を受ける定点把握対象疾患の２８疾患，指定感染症１疾患の計

１００疾患とした。

感染症の発生情報は，定点把握対象疾患のうち，内科，小

児科，眼科及び基幹定点週報分は，月曜日から日曜日までを

１週単位で，性感染症定点及び基幹定点月報分は月単位で集

計解析を行った。

� 結果
１ 全数把握対象疾患の届出状況（表１）

� 一類感染症

一類感染症の届出はなかった。

� 二類感染症

二類感染症は，結核１５９件の届出があった。月別の届

出数は１４件～２１件で推移していた。年齢階級別では，７０

歳代が最も多く４６件あり，７０歳以上で全体の６２％を占め

ている。症状別では，患者が１３６件，疑似症患者が１１件，

無症状病原体保有者が１２件あった。

� 三類感染症

三類感染症は，細菌性赤痢１件，腸管出血性大腸菌感

染症１９件の届出があった。

① 細菌性赤痢

細菌性赤痢は８月に届出が１件あった。推定感染地

域は国外（中華人民共和国）であり，原因病原体は

Shigella sonnei であった。

② 腸管出血性大腸菌感染症

腸管出血性大腸菌感染症は１９件の届出があった。過

去５年間では，平成１８年の届出数が集団発生のため４９

件と多かったが，それ以外の年では１０数件の届出数で

ある。届出時期では６～９月が１６件と約８割を占めて

おり，気候の高い時期の発生が多かった。患者の年齢
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表１ 全数把握対象疾患の届出数

類型 疾 患 名 平成１９年 前年

二類 結核 １５９＊

三類
細菌性赤痢 １

腸管出血性大腸菌感染症 １９ ４９

四類

つつが虫病 １

日本紅斑熱 ２ １

レジオネラ症 ２

A型肝炎 １ １

五類

ウイルス性肝炎（E型，A型を除く） ３

アメーバ赤痢 ５

クロイツフェルト・ヤコブ病 １ １

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 １

後天性免疫不全症候群 ３

ジアルジア症 １

梅毒 １ ４

破傷風 １

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 １

（＊４月から新たに追加となった疾患）

―１７―



分布では，５歳未満が全体の半数である９件と多いこ

とが特徴である。症状別では，患者が１４件，無症状病原

体保有者が５件であった。型別は O１５７VT１が２件，

O１５７VT２が９件，O１５７VT１VT２が５件，O２６VT１

が２件，O１１１VT１が１件であった。

� 四類感染症

四類感染症は，A型肝炎１件，つつが虫病１件，日

本紅斑熱２件，レジオネラ症２件の届出があった。

① A型肝炎

A型肝炎は，１０月に１件の届出があった。

② つつが虫病

つつが虫病は，１２月に届出があり，多く発生すると

されている秋～初冬にかけての時期であった。

③ 日本紅斑熱

日本紅斑熱は８月，１０月に計２件の届出があった。

報告月は，多く発生する時期とされている夏から秋で

あった。

④ レジオネラ症

レジオネラ症は３月に１件，８月に１件の届出が

あった。５０代の女性と６０代の男性であり，病型は共に

肺炎型であった。推定感染経路は，水系感染（水道工

事業の作業中）１件と不明の１件であった。

� 五類感染症

① ウイルス性肝炎（E型・A型肝炎を除く）

A型および E型を除いた急性肝炎は３件の届出が

あった。２０代が２件，４０代が１件であり，そのうち２

件の推定感染経路は性的接触であった。病原体は B

型ウイルスが２件，サイトメガロウイルスが１件で

あった。

② クロイツフェルト・ヤコブ病

クロイツフェルト・ヤコブ病（疑い）は１１月に１件

の届出があった。

③ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症

劇症型溶血性レンサ球菌感染症は８月に１件の届出

があった。病原体は，A群溶血性連鎖球菌であり，

感染経路は創傷感染と推定された。

④ 後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群は７月～９月に３件の届出が

あった。年齢は１０代，４０代，５０代が各１件であり，発

病期が２件と無症候性キャリア期が１件であった。感

染経路は不明が２件であったが，１件は国内における

同性間性的接触と推定された。

⑤ ジアルジア症

ジアルジア症は２月に１件の届出があった。患者は

８０歳代の女性で，推定感染地域は国内であった。感染

経路は，山の水を飲用水として利用したことによる水

系感染と推定された。

⑥ 梅毒

梅毒は１件の届出があった。患者は３０代の男性で，

疾患区分は無症候性梅毒であった。感染経路は国内に

おける同性間性的接触と推定された。

⑦ バンコマイシン耐性腸球菌感染症

バンコマイシン耐性腸球菌感染症は９月に１件の届

出があった。遺伝子型は VanCであった。

２ 定点把握対象疾患の動向（表２）

� インフルエンザ

年間患者報告数は６，８０６件で，前年より減少した。当

年の前期流行（平成１８年／平成１９年）期は，平成１９年第

６週（２．２６件／定点）より流行開始となり，急増して第

１２週（２８．１８件／定点）にピークとし，第１９週（１．２１件／

定点）まで流行が続いた。後期流行（平成１９年／平成２０

年）期は，平成１９年第４８週（１．１６件／定点）より流行が

開始し，早い時期からの流行開始となった。過去５年間

と比較すると，前期流行は遅い時期からの流行となった

が，後期流行は，早い時期からの流行開始となった。

� RSウイルス感染症

年間患者報告数は８３１件で，前年比で４０９％と増加し

た。前年第４７週頃より報告数が増加し始め平成１９年第５

週（３．６１件／定点）にピークを迎え，第１３週（０．３０件／

定点）に向けて減少した。９月に入り，前年より早い時期

（第３８週頃）より増加し始め，第４０週以降，定点あたり１．３

件前後で推移し続けた。秋から冬季に多発する傾向が見

られ，この時期は全国平均より高く推移した。年齢層別

報告数では，６ヶ月未満２１．３％，１２ヶ月未満１９．４％，１

歳～２歳未満３４．４％，２歳～３歳未満１６．６％，３歳以上

８．３％であり，乳幼児に多発し重症化する傾向がみられ

る。

� 咽頭結膜熱

年間患者報告数は２０９件であった。これは，前年比で

４６．８％と半減した。本年は，前年２０週～３７週に見られた

夏季の流行は明確には生じず，散発的な報告数の増加が

見られた。年齢層別報告数では５歳以下が８８．０％を占め

ている。

� A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

年間患者報告数は１，２３８件あり，前年比で１２３．８％の増

加であった。本疾患は，冬季および春から初夏にかけて

報告数が増加するとされ，前年と異なり概ねその傾向が

見られた。平成１９年は全国平均を下回っており，特に年前

半では全国平均よりかなり低い水準で推移した。年齢層

別患者報告数は，３～９歳で全体の約８割を占めている。
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� 感染性胃腸炎

年間患者報告数は８，３４３件あり，前年比で１２５．１％の増

加となった。本年は，前年の第４９週にピークとなった後

減少したが，第５週よりゆるやかに増加し第９週（１３．５２

件／定点）をピークとしたなだらかなピークを形成し，

しだいに減少した。１１月に入り報告数が増加し始め第５１

表２ 内科，小児科，眼科定点報告対象疾患の週別報告数
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１ １／１～ ２ ２８ １ ２５ ２２５ ５５ ７ １１ ２２ ２

２ １／８～ ５ ２５ ７ ２９ １７５ ４０ ７ １８ ２１ １

３ １／１５～ １５ ５０ ２ ３３ ２０３ ３２ ５ １８ １２ １

４ １／２２～ １９ ６３ １ ３３ ２１０ ２５ １５ １８ ７ １

５ １／２９～ ２７ ８３ １ ３５ １８４ １６ ７ １２ １ ８ ２

６ ２／５～ ８６ ４３ ８ ３７ ２５９ ５３ ９ １６ １３

７ ２／１２～ １３０ ３１ ３ ２９ ２６９ ２６ １ ８ １２ １３ ４

８ ２／１９～ ２８１ ２３ １ ２８ ２４８ ４４ １０ １６ １２

９ ２／２６～ ３８１ ２２ ２５ ３１１ ４４ １ １２ ９ １ ２ ４ １

１０ ３／５～ ５４０ ８ １９ ２３ ２７０ ３８ １ １ １１ ６ １

１１ ３／１２～ ９６１ ６ ７ ３１ ２８０ ４３ ３ ６ １３ ６ １

１２ ３／１９～ １，０７１ ３ １ １６ １９４ ２８ １１ ７ １０ １

１３ ３／２６～ ９４７ ７ ５ ２４ ２１９ ４２ ８ １７ ６ ２

１４ ４／２～ ４０９ ４ ２ ２０ １６４ ３２ ４ ７ ８

１５ ４／９～ ２８４ ３ ３ ２１ １７８ ２５ ５ １３ １ ７ ３

１６ ４／１６～ ２２１ ４ １ ３１ １８３ １４ １１ １７ ４ ２

１７ ４／２３～ ２４１ ４ １１ ３６ ２３８ １８ １ ９ １８ ２ ６ ３

１８ ４／３０～ １２１ ２ ５ ２６ ２００ ３８ ２ ７ １４ ５ ２ １

１９ ５／７～ ４６ ５ ２２ １４９ ３７ １ １４ １７ １ １ ５

２０ ５／１４～ ２４ １ ６ ３９ １７７ ３８ ３ １３ １０ ２ ３ ３ ２

２１ ５／２１～ ３３ １ ４ ３７ １５５ ５０ １ １０ １５ １０ １ ３

２２ ５／２８～ ２１ １ ６ ３３ １０４ ７０ ５ １４ １２ １ １８ ２ １

２３ ６／４～ １１ １ １３ ４４ １２９ ３８ １ １５ １５ ３ １４ １ ２ ２

２４ ６／１１～ ７ ５ ４５ ７７ ６３ ３ １７ １４ ３４ ４

２５ ６／１８～ １ ６ ４０ １０９ ３２ ５ ２１ ３１ ３ ６９ ２ １

２６ ６／２５～ ２ ４２ ５４ ２９ ７ １９ １７ ２ ９０ １ ７ ２

２７ ７／２～ １ ３ ２２ ９４ ２６ １３ １３ ２５ １５８ ４ ８

２８ ７／９～ １ ５ １３ ３９ ２４ １５ １７ １９ ４ １９１ １ ５ ３

２９ ７／１６～ ４ １１ ６２ ２７ ２４ １２ １５ １ １９４ １ ４

３０ ７／２３～ ２ ８ ６５ １４ １３ １１ １４ １ １６５ ３

３１ ７／３０～ ４ ８ ６６ １３ ２２ ７ １２ １０４ １

３２ ８／６～ ４ ５ １０ ８２ ８ １８ ９ １５ ８４ ３ １

３３ ８／１３～ ２ ５ ６ ８８ １３ ８ ７ １８ ６０ ９

３４ ８／２０～ ４ ９ ８４ ８ ８ ５ １５ １ ３０

３５ ８／２７～ ２ ９ ６ ７６ ４ １ ５ １８ ２ １８ ５

３６ ９／３～ ７ ７ ９ ６７ ７ ２ １６ １６ １ １６ ５

３７ ９／１０～ １ ５ ２ １１ ５２ ７ １５ １３ １ １２ ７ １

３８ ９／１７～ １４ ４ ８ ５０ １６ ２ ６ １１ ４ ５

３９ ９／２４～ １６ １１ ４７ ８ １ ６ １０ １ ８ ５

４０１０／１～ ３０ １５ ５７ １１ ４ １４ ８ １

４１１０／８～ ２３ １ ８ ６０ ８ ３ １ １２ １ ４ ２

４２１０／１５～ ２５ ３ ７ ３８ １３ １ ３ １０ ３ １

４３１０／２２～ １４ １ １９ ６１ ２３ ２ ２ １８ ８ １

４４１０／２９～ ２９ １ ２６ ６９ １７ ２ １ １０ １ １ ７ １ ２

４５１１／５～ １ ２４ ８ ２０ ８１ ２７ ３ ２ １４ １ １ ３

４６１１／１２～ １１ ３０ ３ ３５ ９３ １７ ３ ３ ２０ ２ １

４７１１／１９～ ２２ ２６ ９ ２８ １２２ ２９ ７ １ １６

４８１１／２６～ ４４ ４２ ２８ ２６１ ２５ ９ １ １８ １ ３ ２ １

４９１２／３～ ８２ ２４ １ ４２ ３５７ ４５ ３ １４ ３ ４ ２

５０１２／１０～ １５６ ３７ １ ３５ ４５９ ２４ ５ ４ １２ １ ４

５１１２／１７～ ３０５ ３０ ２ ２３ ４７１ ４５ ６ １２ １ １ １

５２１２／２４～ ２９９ ３３ １６ ３７８ ５５ ８ ２ ７ １

合計 ６，８０６ ８３１ ２０９ １，２３８ ８，３４３ １，４８４ ２１４ ４１８ ７５６ ３６ ３ １，３１４ ２５ ２７１ ４７
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週（２０．５８件／定点）をピークとする流行となった。前

年と比較して，２月，３月（第６週～第１２週）における

報告数の増加が目立ち，同時期の全国平均と比較しても

高い水準で推移した。

� 水痘

年間患者報告数は１，４８４件あり，前年比で８０．７％の減

少となった。前年晩秋から冬季の流行に継いだ当年前期

の流行は増減しながら晩春の増加期に低いピーク（第２２

週：３．０４件／定点）を迎えるが，その後減少し，８月下

旬から１０月上旬の底辺経過を経て平成２０年に向けて増加

した。年齢層別報告数では，１０歳未満が大部分を占めて

おり，例年と同様の傾向であった。

� 手足口病

年間患者報告数は２１４件あり，前年比で２０％と減少し

た。本年の発生状況は，本疾患の流行期とされる春から

夏にかけて目立った患者報告数の増加はなく，第２９週

（１．０４件／定点）をピークとする低い山で，昨年のピー

ク時の報告数（第２７週，５．３０件／定点）と比較すると５

分の１であった。年齢層別報告数では，５歳以下の患者

報告が全体の９３．５％を占めた。

� 伝染性紅斑

年間患者報告数は４１８件あり，前年比で２２２．３％と増加

した。本年は，年始から定点あたり報告数０．３付近を上

下しながら推移し，４月から７月にかけて増加し第２５週

（０．９１件／定点）にピークを示した。その後９月（第

３６，３７週）に小ピークを示した以外は，全国の推移と同

様に減少した。年齢層別報告数では，３～８歳で７２．５％

を占めており，幼児と学童低学年を中心に分布してい

る。

� 突発性発疹

平成１９年の患者報告数は７５６件あり，前年とほぼ同じ

報告数であった。本年の推移は，前年とほぼ同様で季節

的変動は見られなかった。年齢層別報告数では２歳未満

が９６．６％と大部分を占めた。

� 百日咳

年間患者報告数は３６件あり，前年比で２１１．８％と増加

し，平成１６年以降，年間報告数は増加に転じている。年齢

層別報告数では，５歳以下１１．１％，５～９歳１３．９％，１０～

１４歳３０．６％，１５～１９歳２．８％，２０歳以上４１．７％であった。

１０～１４歳および２０歳以上の割合が多く，年長者からの報

告割合が増加している。

� 風しん

年間患者報告数は３件であり，前年と同じ報告数で

あった。また，先天性風しん症候群の報告もなかった。

第２２週，第４４週，第４５週に１件ずつ報告があったが流行

年ではなかった。年齢層別報告数では，すべて１５歳以上

の報告であった。

� ヘルパンギーナ

年間患者報告数は１，３１４件あり，前年比で１８２．８％と増

加した。例年夏季を中心に多発する疾患であり，当年の

流行は第２４週から第３４週におよび単峰型流行であった。

ピークは第２９週（８．４３件／定点）であり，前年のピーク

（第２８週：４．０９件／定点）よりも高かった。年齢層別報

告数では，３歳以下の報告が６８．２％を占めている。

	 麻しん

本年は，第１７週から第２９週に報告があり，年間患者報

告数は２５件と前年より増加した。年齢層別報告数で

は，１５歳～１９歳が全体の６割を占めた。


 流行性耳下腺炎

年間患者報告数は２７１件あり，前年比で１４．１％と減少

した。本年は定点あたり１件を越えた週はなかった。

３ 眼科定点報告対象疾患の動向

急性出血性結膜炎は，前年に続き報告がなく非流行年で

あった。

流行性角結膜炎は，年間患者報告数が４７件と前年比で

５１．１％減少した。年の前半に定点あたり報告数１～１．２５のス

パイク状のピークをつけ，その後は０．７５以下で推移した。

４ 基幹定点報告対象疾患の動向

� 週報告対象疾患

細菌性髄膜炎は，第３４週に１件（６０歳代）報告があり，

前年と報告数は同じであった。

無菌性髄膜炎の年間報告数は，４件（第３３週：２件，

第４３週：１件，第５１週：１件）あった。年齢層別報告数

は，１５～１９歳：１件，５０歳代：１件，７０歳以上：２件で

あった。

マイコプラズマ肺炎の年間報告数は，２件（第３０週：

１件，第３６週：１件）であった。年齢層別報告数では１０～

１４歳が１件，３０歳代が１件であった。

� 月報告対象疾患（表３）

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症の年間報告数

は，３９０件あり，前年比１５０％と増加した。前年は，年間

をとおして月２０件前後で推移していたが，平成１９年で

は，１月～６月までは前年と同様に月２０件前後，７月～

１２月では月４０～６０件前後と増加を示した。年齢別では７０

歳以上が２７２件と全体の６９．７％を占めており，前年と同

様の傾向であった。ペニシリン耐性肺炎球菌感染症の年

間報告数は，１５件であり，前年より増加した。年齢別で

は，１０歳未満が４件，６０歳以上８件であった。秋から春

にかけて報告されているが，月別報告数は件数も少ない

ため明らかな傾向は見いだせなかった。薬剤耐性緑膿菌

―２０―



感染症の年間報告数は２件（すべて７０歳以上）であり，

前年と同様に報告数は少なかった。

５ 性感染症定点報告対象疾患の動向（表４）

性器クラミジア感染症の年間報告数は１９４件（男性１４４件，

女性５０件）であり，前年比で１３２．０％と増加した。本疾患は

性感染症の総報告数の約半数を占めており，性感染症の中で

は最も多い報告数となっている。年齢別報告数では１５～１９歳

４．６％，２０歳代４５．９％，３０歳代３５．１％，４０歳代８．２％となって

おり，２０～３９歳で全体の８０．９％を占めている。

性器ヘルペスウイルス感染症の年間報告数は，５７件（男性４３

件，女性１４件）であり，前年比で１１８．８％と増加した。年齢別報

告数では，１５～１９歳７．０％，２０歳代２９．８％，３０歳代２１．１％，４０

歳代１４．０％となっており２０～３９歳で全体の約半数を占めてい

る。

尖形コンジロームの年間報告数は，６８件（男性５７件，女性

１１件）であり，前年比で１５８．１％と増加した。年齢別報告数

では，２０歳代３９．７％，３０歳代３３．８％，４０歳代１０．３％と２０～３９

歳で全体の約７割を占めた。

淋菌感染症の年間報告数は７５件（男性６６件，女性９件）で

あり，前年比１１５．４％とやや増加した。年齢別報告数では，２０

歳代４４．０％，３０歳代３６．０％，４０歳代１０．７％であり２０～３９歳で

全体の８割を占めている。

� まとめ
平成１９年の感染症発生動向調査に基づく患者発生状況につ

いて，その動向を検討した。

全数把握疾患では特筆すべき疾患はなかった。

小児科定点報告対象疾患では，RSウイルス感染症，感染

性胃腸炎，伝染性紅斑，ヘルパンギーナの報告数が前年を上

回る大きな流行となった。また，咽頭結膜熱，手足口病，流

行性耳下腺炎は前年を大きく下回り，非流行年であった。

眼科定点報告対象疾患では，流行性角結膜炎の報告数が過

去５年間で最も少なかった。また，急性出血性結膜炎は報告

がなく前年に続き流行は見られなかった。

基幹定点報告対象疾患では一部の薬剤耐性感染症の報告数

が増加したが，それ以外の疾患は，前年と比較して大きな変

化はなかった。

性感染症患者の年間報告数は３９４件，前年と比較すると

１３０％と増加しており，平成１６年以降，報告数の増加傾向が

続いている。このことから，報告の多い２０歳代，３０歳代を中

心に注意喚起をしていく必要があると思われる。

今後も引き続きデータの集積を行い感染症の発生動向に注

意していくとともに，適切な情報提供を行っていきたい。

表３ 基幹定点（月報）報告対象疾患の月別報告数

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌
感染症

ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症

１月 １６ ３ －

２月 ２４ ２ １

３月 ２０ ２ －

４月 ２１ ２ －

５月 ２６ １ －

６月 ２３ － －

７月 ４１ － －

８月 ５９ － －

９月 ３９ ２ －

１０月 ３７ － １

１１月 ４８ １ －

１２月 ３６ ２ －

総計 ３９０ １５ ２

前年 ２６０ ２ ４

表４ 性感染症定点報告対象疾患の月別報告数

性器クラミ
ジア感染症

性器ヘルペ
スウイルス
感染症

尖形コンジ
ローマ 淋菌感染症

１月 １６ ７ １０ ７

２月 １５ ４ １ ４

３月 １７ ５ ９ ４

４月 １０ ６ ５ １

５月 １７ ４ ５ ６

６月 １７ ６ ６ ５

７月 １４ １ ２ ８

８月 ２２ ５ ６ １４

９月 ２２ ５ ７ １２

１０月 １６ ５ ９ ７

１１月 １５ ４ ２ ３

１２月 １３ ５ ６ ４

総計 １９４ ５７ ６８ ７５

前年 １４７ ４８ ４３ ６５

―２１―
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